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序 

 

気象研究所予報研究部長 

露木 義 

 

気象研究所の地方共同研究は、地方特有

の現象の解明を通して地方官署の業務の改

善を図るため、昭和 40 年度から経常研究とし

て位置づけて実施してきたものである。これま

でに、地域的な現象の解明や特性把握をはじ

め、多くの研究成果が得られ、地方官署にお

ける調査・解説能力の向上、研究環境の整備、

人材育成に寄与してきた。 

気象庁では平成 11 年度から、地方気象台

の業務の強化･改善への自主的な取り組みを

促進することを目的として、「地台等業務改善

プロジェクト」が開始され、本庁からの指導･助

言等の支援が行われるようになった。一方、こ

れまでの地方共同研究のほとんどの研究課題

が地方官署側からの提案であり、その内容が

気象研究所の研究課題との関連の薄いものも

あることから、気象研究所の指導･協力体制が

必ずしも十分とは言えなかった。そこで、平成

16 年度に地方共同研究の見直しが行われ、

平成 17 年度から気象研究所側から課題を積

極的に提案し、これに地方官署が参加する形

の研究が実施できることとした。 

本報告の地方共同研究「強雨をもたらす線

状降水帯の形成機構などの解明と降水強度

と移動速度の予測に関する研究」（平成19～

20年度）は、この見直しに伴って気象研究所

から提案された「強雨をもたらす線状降水帯

の構造と維持機構の解明と予測」（平成17～

18年度）に続くものである。この研究では、近

畿地方や中国・四国地方における気象災害を

引き起こすような線状降水帯を対象として、大

阪管区内の各地方官署の担当者とともに、ド

ップラーレーダーやGPS可降水量、メソスケー

ルアンサンブル予報などの気象研究所の最

新の研究成果を活用することにより、多数の線

状降水帯の事例について維持機構の解析を

行い、発達・移動の要因の抽出を試みた。研

究を進めるうえでは、ホームページ等を活用し

て担当者間で情報共有を図り、各地方官署と

気象研究所の連携を系統的に進めた。研究

期間中の線状降水帯の発生数が比較的少な

かったため、強雨や移動の要因の解明までは

至らなかったが、地方官署にとっては最新の

研究成果に触れつつ現象を解析することがで

きたこと、気象研究所にとっては多くの事例で

解析手法を検証することができたことから、双

方にとって有益な優れた地方共同研究であっ

たといえる。 

気象庁では平成22年度出水期から、集中

豪雨や局地的大雨などによる災害の防止・軽

減に向けて、大雨警報や洪水警報などの気

象警報を市町村単位に細分して発表する計

画である。防災気象情報を発表する地方官署

にとっては、これまで以上に専門的な知識が

求められるところであろう。本報告における線

状降水帯に関する解析結果がその一助にな

るだけでなく、広くメソ気象の研究者に有益な

情報になれば幸いである。 
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大阪管区気象台 技術部 気候・調査課 

 

 平成 19 年度、20 年度の 2 年計画で「強雨をもたら

す線状降水帯の形成機構等の解明及び降水強度・

移動速度の予測に関する研究」を地方共同研究とし

て行ってきた。 

これは、平成 17 年、18 年度と 2 年計画で取り扱っ

たテーマ「強雨をもたらす線状降水帯の構造や維持

機構、発達や移動を決定する要因の解明」の研究を

引き継いだものである。最初の 2 年間は、線状降水

帯の構造に関する研究として、後の2年間は、その形

成機構から予測に関する研究として取り組んだ。 

 このように、4 年にかけて行ってきた理由は、このテ

ーマで取り扱われている「強雨をもたらす線状降水

帯」が、各地においてたびたび重大な災害をもたらし

ており、防災上注目される現象だからである。 また、

これまでの地方共同研究とは異なり、地方気象台の

職員が、気象研究所の研究官から、直接メール等で

指導を受けることができたため、職員の技術力向上

に役立ったことも、その一つにあげられる。 

 大阪管内において発生する「強雨をもたらす線状

降水帯」には、典型的なものがいくつかある。 

 近畿地方においては、「淀川チャネル型大雨」と呼

ばれる大雨がある。これは、大阪湾周辺から淀川流

域に沿って、琵琶湖周辺を含む地域で発達して、し

ばしば大雨をもたらす線状降水帯である。この線状

降水帯は、南へ移動することがあり、大阪の泉州地方

や奈良県にも大雨をもたらす場合がある。また、兵庫

県南部から京都府北部に及ぶ「加古川チャネル型の

大雨」を含むこともある。 

 この淀川チャネル型大雨は南西気流型の場におい

て、日本海を低気圧が東進し、それに伴う前線が、近

畿地方を通過するとき、或は梅雨前線や秋雨前線が

近畿地方を南下するときに発生する。 

 その発生要因は、紀伊水道から流入する南よりの

暖湿気流と瀬戸内からの西風の収束が深く関係して

いることが知られている。 

また、和歌山県南部や奈良県南部の山間部で、南

から流入する暖湿気により線状降水帯が発達し、「竜

神型」などと呼ばれる大雨になることもある。 

 中国地方では、広島市付近において、淀川チャネ

ルと似た発生要因を持つと考えられる現象がある。こ

の線状降水帯は、豊後水道から流入する暖湿気によ

り発生、発達して大雨をもたらすものである（広島豪

雨）。 

 その他、日本海から停滞前線がゆっくり南下する際

に、島根県や広島県北部で大雨を降らせる現象もあ

る（島根豪雨）。これは、暖湿気が太平洋高気圧の縁

辺を回って、西から流入することにより、前線を活発

化させ、地形の影響も加わって、線状降水帯を形成

するためであると考えられる。 

 一方、京都北部や鳥取県では日本海から北東気流

が持続することにより、大雨が発生することがある。 

 四国の太平洋側では、太平洋高気圧の縁辺を回っ

て暖湿気が流入しやすいが、夜間や早朝に発生する

陸風との間に局地前線を形成することがあり、高知県

や徳島県の沿岸部では線状降水帯を発生させる。さ

らに、総観スケールの前線が重なると、記録的な大雨

になることがある（高知豪雨）。 

 その他、台風の北上によって流入する南からの暖

湿気が、地形効果も加わって収束を強め、線状降水

帯を形成することにより、山地を中心に大雨をもたら

す現象もある。 

 このように、大阪管内において、線状降水帯による

大雨のパターンがいくつかあるが、平成 19 年、20 年

度の地方共同研究では、これらのパターンに該当す

ると思われる事例について、ドップラーレーダーによ

る解析、GPS 可降水量による解析、JMA-NHM や

JMA-NHMアンサンブル予報による再現実験と、その

解析等を行い、その発生機構の解明と予測の可能性

について、研究を行うことができた。そして今回取り扱

った事例をいくつかに分類し、それぞれ共通する項

目をまとめた。 

 本誌では、その成果が、今後事例解析を行う上で、

着目点や解析手法の指標となり、平成 22 年度から開

始される市町村単位での注･警報作業にも関連して、

予報現場において参考となることを願って、平成 19

年、20 年度の成果を取りまとめた。 
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